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歴史に培われた

文化・遺産を活かし、

未来へつなげる

変革がもたらす

都心ならではの魅力と価値
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千代田区は、江戸開府以来400年に渡り日本の政治・経
済・文化の中心であり続け、都市の風格とともに、世界を魅了し
た江戸文化を創造してきました。

商業・業務・宿泊施設、美術館や劇場、音楽ホール等の文化
芸術施設、専門学校・大学等の教育機関などが集積し、国内
外から多くの人々が訪れ、活動し、交流する都市機能が高度に
集積しています。

こうした、多種多様なひとの活動、ものが織り成す日常の豊か
さ、エネルギーにあふれ、風格・文化、先端性が調和しながら、進
化しています。

● 千代田の基盤となって継承されている歴史・文化資源

■ 景観まちづくり重要物件
千代田区景観まちづくり条例に基づいて、区民に親
しまれ、景観まちづくり上重要な建造物等を指定

【指定物件数】
建築物等 31件37棟
橋梁 17件19橋
（平成30年12月現在）

歴史・文化資源の分布

（※）

● 江戸城の遺構、首都東京の中枢機能を活かした都心の風格

● 天下祭と神田明神・山王権現(日枝神社)を核としたまちのまとまり

● 大学等教育機関の集積

▲ 桜田濠（明治期） ▲ 霞ヶ関（明治期） ▲ 馬場先通り／一丁倫敦（明治期）

神田明神（江戸の総鎮守）の神田祭と山王権現
（日枝神社、徳川家の産土神）の大祭である山王
祭は天下祭と称され、江戸期以来の天下泰平の世
と庶民とその暮らし、まちのエネルギーを象徴し、
現代に継承されています。

東京大学が明治初期に現在の学士会館一帯に開設
されて以降、多くの大学等が千代田区内に集積しま
した。大学の立地と人材と知の集積から、書籍、出
版印刷、スポーツ、楽器など多彩な界隈や文化が生
まれました。近年では、ビル内のサテライトキャン
パスなども多く設置され、知の交流・発信・創造の
機能が多様な形で広がっています。

▲稲荷神社 ▲老舗と食の文化 ▲看板建築

● まちなかに息づく風情、味わい、なりわい

● 芸術・文化機能の集積

千代田区には、江戸時代からの成熟した文化があ
り、国内外のひとの行き来が活発で、多くの企業や
文化芸術施設、教育機関など、多彩な人的、物的資
源が集積した文化が形成されています。また、近年、
まちなかでも、文化芸術の創造と発信の活動ととも
に、それを楽しむひとが増え、その場づくりや活動、
イベント等も活発になってきています。

文化財等Ｐ65～Ｐ66
データ・資料編参照



■都心風格の継承・顕在化新たな価値・交流を生む空間としての再生・活用

「首都の広場」のトータルデザイン ～風格ある首都東京の『顔』を創出～

開発の中での都心の美観、ファサード、高さ100尺の表情線のある街並みの継承
▼KITTE ▼三菱一号館 ▼文部科学省

歴史的遺構の顕在化＋水辺と一帯の空間形成＋往時の活気を呼び起こす場づくり
▼mAAch ecute:レンガ高架橋の美しいアーチ空間などを残し、旧万世橋駅の鉄道遺構

をリノベーションした商業空間

■まちなかで展開される多様で柔軟な文化創造活動
▼アーツ千代田3331

▼セントラルイースト東京（CET）

● 歴史・文化、風格を活かし、先端的魅力を創造するデザイン ● 都心の多様性を活かした文化と交流による価値創造

■道路や公園などの公共空間、公開空地で、都心の豊かな文化を楽しむ活動
▼ブックフェスティバル ▼音楽祭 ▼賑わい社会実験
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神田祭の楽しみ方ガイド・山王祭の楽しみ方ガイド／千代田区観光協会HP、まちブログ「神田・神保町・秋葉原」周辺／千代田区観光協会HP、
千代田アートスクエア（アーツ千代田3331）／千代田区HP、エリアリノベーション／学芸出版社（馬場正尊+OpenA著）

１.歴史が育んだ風格・文化と先端性が調和する都心

○歴史と風格ある首都のランドマーク形成
東京赤レンガ駅舎の保存・復原
行幸通りの再整備

○交通結節機能の強化
丸の内、八重洲の両広場の再生整備
南部東西自由通路の整備

○国際ビジネスセンターにふさわしい機能更新
＋アメニティ豊かな都心の交流空間の形成

まちづくりガイドラインに沿った更新期を迎えた
地区内の建物更新の誘導
歴史的な街なみの保存や空地の確保
商業・文化など多様な機能の導入

CETは、かつて問屋街として栄えた岩本町、東神田、馬喰町、浅草橋
などのエリアで、平成15～22年まで実施されたエリアリノベーション的プロ
ジェクト。地域の空きビルや空き倉庫を使い、若手アーティストらが、まち
全体をギャラリーと見立てながら、建物のリノベーションも含め、アートの切
り口から建築やデザインを組み合わせ、街に新たな価値を創造。現在も
その影響が残っています。

旧練成中学校を活用して、アーティストの主
導的な運営（民設民営）により、地域と共
同で新しいアートの形をつくる文化芸術セン
ター。文化芸術に携わる様々な団体が入居し
て活動しています。
写真:まちブログ「神田・神保町・秋葉原」周辺／千代田区観光協会ＨＰ

MIRAI-View 中村政人 東京芸術大学教授 アーツ千代田3331統括ディレクター

文化こそ人を惹きつける都市の付加価値

成熟社会では、都市のスペックを競う時代は終わり、個性、文化が都市の付加価値となる。歴
史的な景観や建築物が醸し出す都市の文化もあるだろう。しかし、都市の個性を最も強く感じ
させるのは「身体的文化」ではないか。地域で生まれて成⾧していく過程で、自然に形成される
素養やふるまい。千代田区で生まれたならば、それが「粋」であるとか、「いなせ」といわれるような
ものになるのではないかと思う。こうした切り口で都市の個性を磨く。こうした個性は、利便性を
求める都心居住者にも響くのではないか。それが、社会関係資本を深めていき、地域に貢献を
するなどし、地域コミュニティを醸成していく。
しかし、一口に「身体的文化の継承」といっても難しい。例えば、古書店街など特色ある産業の
集積や祭礼文化など伝統的なクリエイティブ資産だけでなく、先進的な創造力を都市に取り込
む寛容性。これらを、今後の都市計画に取り入れていくことが大切なのではないか。
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● 魅力は交通の便、課題は子育て・教育環境、商業施設の充実

● 番町､富士見～西神田､神田淡路町､岩本町～東神田で人口急増
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▼人口増加数
（平成8～28年）

▼四番町

▼富士見二丁目（飯田橋）

▼東神田

近年、20～40歳にかけての単身、ファミリー層の人口増が顕
著です。こうした住民層が愛着をもって都心居住を楽しみ、新た
なコミュニティを創造していくには、職住近接や交通利便性だけ
でなく、子育て・教育、医療・福祉、生活支援機能や商業施設
の充実など、居住をとりまく環境の質的向上が求められています。

また、｢地域の交流｣への期待が低い中、新たな交流のあり方
として、公共空間を活用したサードプレイスやシェアリングエコノ
ミーなど、新しい都心生活のスタイルを生み出す動きも見られま
す。さらに、働く時間、様々な体験や活動の時間も心地のよい
居場所や関係性を創り、都心のライフ・ワークスタイルを充実さ
せていくことで、様々な｢知｣と｢交流・共創｣の力を都心に集積
する流れをつくることが重要になっています。
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● 生活環境に対する評価は、安全・安心面を中心に大きく向上

居住環境評価
の変化

平成
14年

平成
19年

平成
24年

平成
29年

15年間
（H29-1 4）

（１）交通の便 1.80 1.87 1.85 1.90 0.10

（２）買物の便 -0.57 -0.59 -0.11 0.11 0.68

（３）公園・遊び場 -0.12 -0.19 -0.09 0.04 0.16

（４）建物の周囲の空間
　　　・日当たり

-0.30 -0.25 0.03 0.01 0.31

（５）騒音・振動 -0.71 -0.56 -0.44 -0.21 0.49

（６）大気汚染 -0.87 -0.76 -0.46 -0.18 0.69

（７）緑の豊かさ -0.17 -0.16 0.01 0.31 0.48

（８）交通の安全性 0.05 0.11 0.31 0.70 0.65

（９）災害時の安全性 -0.08 -0.13 0.07 0.68 0.76

（10）安全・安心なまち 0.12 0.27 0.34 0.99 0.87

（11）隣近所の交流 0.29 -0.19 -0.14 0.01 -0.28

（12）景観・まちなみ 0.12 0.03 0.17 0.50 0.38

（13）ごみ出し
　　　・リサイクル活動

-0.09 -0.18 0.30 0.63 0.72

平均 -0.04 -0.06 0.14 0.42 0.46

: 0.5以上
:-0.5以下
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居住環境評価（13項目平均）

【評価点】区民の回答を点数化
良い・・・・・ 2点
やや良い・・・ 1点
普通・・・・・ 0点
やや悪い・・・ -１点
悪い・・・・・ –２点

（注）H14,19,24は、H29の算出方法
で再算定したため、既報告の資料と数値が
異なる場合がある。

▼区民の居住環境評価の評価点（区民世論調査）

（注）評価項目は、各年おおむね同様であるが、一部、異なる表現を用いているものがある。

生活環境⇒Ｐ21～Ｐ30
データ・資料編参照



公共の空間
（道路・公園・広場等）

私的な空間 ※建物内

“半”公共空間
(歩道状空地･公開空地等)
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ミズベリングHP2.都心の多様な生活スタイル

● ｢住む｣｢働く｣から、都心の生活時間が豊かに多様化・複合化 ● 都心ならではの交流や価値を育むまちの“場”づくりが進行

Mixed Use
建物用途の複合化
多様な人が過ごし、出会い、交流する
“場”の創出･提供
ヒト･モノ･コトのコーディネート

豊かな公共空間の活用
とマナーアップ
のルールづくりと運用

公共空間の占用＋
空間の活用・維持管理＋

カフェ･イベント等の実施
・賑わい、交流・体験の共有
・くつろぎの空間の提供
・社会実験の実施 等

▲ シェアオフィス＋テレワーク ▲朝活

▲皇居ラン

▲道路空間を使ったイベント

開発等に伴う
公開性の高い空間の創出

+
日常的な維持管理

建物周囲の空間活用
・歩道状空地
・公開空地
・エントランス、ホール

屋内施設の開放と活用
（ｾｷｭﾘﾃｨ対策を含む）

近隣との連携による
面的な広がり

◀エリア内で同時多発的に演奏
が行われる音楽祭

リノベーション

×

シェア
エコノミー

※空間・もの・時間などの
シェアによって創造的に
地域課題を解決する社会
的なつながり

サード
プレイス

×

プレイス
メイキング

｢

ひ
と｣

｢

知｣
｢

活
動｣

｢

共
創
す
る
力｣

の
集
積
と
交
流
の
場
、
機
会
が
増
加

都
心
な
ら
で
は
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ+

 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

～ 事例:永田町GRID ～

●老朽建物のリノベーション

●建物用途（機能）の複合化

●多様なタイプのシェア空間の提供
（ワークスペース等）

●利用者間の交流

●地域への融合と連携
（エリアの価値創造＋課題解決）

多彩な「ひと」が利用し、新たな価値創造がはじまる“場”づくりの進展

プレイスメイキング:都市空間の魅力向上を図るため、公共空間を
「サードプレイス」としていこうという概念。

～ 事例:大手町川端緑道プレイスメイキング社会実験 ～
●UR都市機構と世界的都市デザイナー
ヤン・ゲール氏のコラボによる社会実験

・ランチタイムにテーブル・椅子の設置
・人の流れや行動を観察する環境改善調査
・将来の望ましい空間を来訪者の声を集め

て「見える化」するワークショップ開催

自宅や職場、学校以外で都心生活を豊かにする“居場所”（サードプレイス）づくりの進展
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千代田区におけるプレイスメイキングの可能性

プレイスメイキングとは、そこに住んでいる人自身が自分の居場所をまちなかに設える考え
方です。千代田区には公共空間、半公共空間、私的空間が多数あり、そこはまちなかの居
場所となる可能性を秘めています。⾧くお住いの区民の方にとっても、最近引っ越してこられ
た区民の方にとっても、ファーストプレイスとしての自宅のほかに、それぞれが居心地よく過ごす
ことができるサードプレイスが必要です。観光やビジネスで訪れた方たちは、愛着を持ってそこ
で過ごす区民の方の姿を見て、その空間や時間を共有したいと思います。また、会社や学校
といったセカンドプレイスが区内にある就業者や学生の方たちにとっても、行き帰りや日中に精
神的に休まることができるサードプレイスが身近にあることが重要です。
区民の方の居心地の良さを損なわずに、日本中世界中から訪れる多様な人たちの多様な
利用を受け入れる空間の再生と運営が、これからの千代田区におけるプレイスメイキングに
必要な視点だと思います。


